
ち
で
打
た
れ
る
の
を
目
撃
し

衝
撃
を
受
け
ま
し

た
先
生
た
ち
を
後
押
し
し

よ
り
良
い
教
育
に
向

セ
教
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う
に

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
北
岡
伸
一
理
事
長
は
、
４
月

４
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
を
訪
問

し
、
国
際
機
関
の
要
人
ら
と
面
談
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
北
岡
理
事
長
は
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
確
実
な
実

施
に
向
け
て
、
今
年
の
重
要
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
世
界
人
道
サ
ミ
ッ
ト
や
、
日
本
が
議
長
国

を
務
め
る
Ｇ
７
、
初
の
ア
フ
リ
カ
開
催
と
な

る
第
６
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｄ
Ⅵ
）
な
ど
の
機
会
を
活
用
し
て
発
信
を
強

化
し
、
国
際
社
会
で
の
認
識
も
高
め
て
い
く

べ
き
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。

　

最
初
の
訪
問
先
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
４

人
の
要
人
と
面
会
。
国
連
人
道
問
題
調
整
事

務
所
（
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）
の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
オ
ブ
ラ

イ
エ
ン
事
務
次
長
と
は
、
世
界
人
道
サ
ミ
ッ

ト
に
関
し
て
、
昨
年
の
仙
台
防
災
会
議
を
踏

ま
え
た
災
害
の
事
前
投
資
の
重
要
性
な
ど
に

つ
い
て
議
論
。
国
連
平
和
維
持
活
動
局
（
Ｄ

Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
の
エ
ル
ベ
・
ラ
ド
ス
ー
ス
長
官
と

は
、
最
近
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
の
状
況
と
、
南
ス

ー
ダ
ン
に
お
け
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
連
携

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
の
テ

ゲ
グ
ネ
ワ
ー
ク
・
ゲ
ト
ゥ
副
総
裁
か
ら
は
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
に
向
け
て
、
世
界
人
道
サ
ミ

ッ
ト
や
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅵ
で
の
一
層
の
連
携
に

対
す
る
期
待
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
国
連
総

会
の
モ
ー
エ
ン
ス
・
リ
ュ
ッ
ケ
ト
フ
ト
議
長

と
は
、
次
期
国
連
事
務
総
長
選
や
、
安
全
保

障
理
事
会
の
改
革
と
国
連
総
会
の
役
割
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

次
に
北
岡
理
事
長
は
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
問
。

米
国
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
の
ゲ
イ
ル
・
ス

ミ
ス
長
官
と
は
、
３
月
に
行
わ
れ
た
日
米
開

発
対
話
な
ど
に
つ
い
て
、
世
界
銀
行
の
ス
リ
・

ム
リ
ヤ
ニ
・
イ
ン
ド
ラ
ワ
テ
ィ
専
務
理
事
と

は
、
５
月
の
開
催
に
向
け
調
整
中
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
―
世
銀
ハ
イ
レ
ベ
ル
対
話
な
ど
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
で
行

わ
れ
た
「
不
安
定
な
地
域
に
お
い
て
、
い
か
に

開
発
を
実
現
す
る
か
」
と
題
し
た
公
開
イ
ベ

ン
ト
に
も
出
席
し
、
基
調
講
演
を
行
う
と
と

も
に
、
パ
ネ
ル
討
論
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
機

関
や
二
国
間
ド
ナ
ー
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
連

携
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
開
発
効
果
の
発

現
に
努
め
、
国
際
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
く
方
針
で
す
。

北岡理事長がアメリカを訪問 国際機関の要人らと面談 01

03中東・北アフリカの民間企業の活動を支援

02　トーゴの新しい漁港の整備を支援
　

J
I
C
A
は
４
月
13
日
、
ト
ー
ゴ
共
和
国

政
府
と
の
間
で
、「
ロ
メ
漁
港
整
備
計
画
」
を

対
象
と
し
て
27
億
9
4
0
0
万
円
を
限
度
と

す
る
無
償
資
金
協
力
の
贈
与
契
約
を
結
び
ま

し
た
。

　

ト
ー
ゴ
は
、
天
然
の
良
港
と
さ
れ
る
首
都

ロ
メ
の
港
か
ら
北
部
の
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
国

境
ま
で
を
つ
な
ぐ
ト
ー
ゴ
回
廊
を
基
軸
と
し

た
国
家
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
起
点
と
な

る
ロ
メ
港
は
、「
港
湾
立
国
」
政
策
に
基
づ
く

商
業
港
の
拡
張
に
よ
っ
て
、
漁
港
の
面
積
が

５
年
前
に
比
べ
て
３
分
の
１
程
度
に
縮
小
。

漁
船
の
密
集
に
よ
る
安
全
上
の
問
題
が
生
じ

て
い
る
ほ
か
、
排
水
機
能
の
不
備
な
ど
衛
生

環
境
の
悪
化
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
事
業
で
は
近
隣
の
国
有
地

に
漁
港
を
移
転
し
、
新
た
に
整
備
し
ま
す
。

港
内
の
混
雑
解
消
と
安
全
確
保
、
水
産
物
の

衛
生
状
況
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
漁
港
機

能
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
で
、
関
係
者
の
就
労

機
会
の
維
持
・
継
続
を
図
り
ま
す
。
ト
ー
ゴ

が
「
経
済
成
長
加
速
化
と
雇
用
促
進
の
た
め

の
戦
略
」
で
掲
げ
る
水
産
業
の
振
興
を
促
進

し
、
持
続
的
な
経
済
成
長
の
促
進
と
貧
困
削

減
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

J
I
C
A
は
４
月
14
日
、国
際
金
融
公
社
（
Ｉ

Ｆ
Ｃ
）
の
子
会
社
で
あ
る
Ｉ
Ｆ
Ｃ
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
社
が
運
営
す
る
、
中
東
・
北
ア
フ

リ
カ
地
域
の
民
間
企
業
を
投
資
対
象
と
す
る
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
に
対

す
る
出
資
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
を
通
じ
て
、
エ
ジ
プ
ト

や
ヨ
ル
ダ
ン
な
ど
の
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域

の
開
発
途
上
国
に
展
開
す
る
企
業
を
支
援
す
る

こ
と
が
目
的
で
、
２
０
１
２
年
10
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
海
外
投
融
資
業
務
が
再
開
さ
れ
て
以
降
、
同

地
域
向
け
の
事
業
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。Ｉ

Ｆ
Ｃ
や
他
の
金
融
機
関
も
出
資
参
画
し
て
お

り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
最
大
３
０
０
０
万
米
ド
ル
を

出
資
す
る
予
定
で
す
。
主
な
投
資
対
象
分
野
と

し
て
は
、
金
融
、
イ
ン
フ
ラ
、
製
造
な
ど
が
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
で
は
、「
ア
ラ
ブ

の
春
」
と
し
て
11
年
か
ら
本
格
化
し
た
民
主
化

運
動
以
降
、
若
年
層
を
中
心
と
す
る
高
い
失
業

率
を
背
景
に
、
不
安
定
な
経
済
社
会
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
今
回
の
事
業
を
通
じ
て
、
同
地

域
向
け
の
民
間
投
資
を
促
進
し
、
雇
用
の
創
出

や
経
済
成
長
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。
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